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学習指導要領の基本的考え方
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自信のなさ

知識だけでは自
信は生まれない

知識を活用することで
自信がつく
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アクティブ・ラーニング

主体的・対話的な学びを通して深い学びへ

教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学
修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習
法の総称。学修者が能動的に学修することによって、認
知的、倫理的、社会的能力、 教養、知識、経験を含めた

汎用的能力の育成を図る。発見学習、問題解決学習、
体験学習、調査 学習等が含まれるが、教室内でのグ
ループ・ディスカッション、ディベート、グループ・ワーク
等も有効なアクティブ・ラーニングの方法である。
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「外国語で表現し伝え合うため，外国語やその背景にある文化を，
社会や世界，他者との関わりに着目して捉え,コミュニケーションを
行う目的や場面，状況等に応じて，情報を整理しながら考えなどを
形成し，再構築すること」

外国語教育における見方・考え方
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聞くこと

中学校

(ｴ) 友達や家族，学校生活などの日常的な話題や社会的な話題に関する
会話や説明などを聞いて，概要や要点を把握する活動。また，その内容を
英語で説明する活動。

高等学校

(ｱ) 日常的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句や文で
の言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や放送などから必要な情報を聞き取
り，話し手の意図を把握する活動。
また，聞き取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。

(ｲ) 社会的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句や文で
の言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や説明などから必要な情報を聞き取
り，概要や要点を把握する活動。また，聞き取った内容を話したり書いたりして伝
え合う活動。
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読むこと

中学校

(ｴ) 簡単な語句や表現で書かれた社会的な話題に関する説明などを読んで，イ
ラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握する活動。また，その
内容に対する賛否や自分の考えを述べる活動。

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれている
文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メール
やパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握する活動。
また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。
(ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれている
文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文や論
証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，読み
取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。

高等学校
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話すこと［やり取り］

中学校

(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内容に基づき，
読み取ったことや感じたこと，考えたことなどを伝えた上で，相手からの質問に対
して適切に応答したり自ら質問し返したりする活動。

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や
文，やり取りの具体的な進め方が十分に示される状況で，情報や考え，気持
ちなどを即興で話して伝え合う活動。また，やり取りした内容を整理して発
表したり，文章を書いたりする活動。
(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，やり取りの具体的な進め方
が十分に示される状況で，対話や説明などを聞いたり読んだりして，賛成や
反対の立場から，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに伝え合う活
動。また，やり取りした内容を踏まえて，自分自身の考えなどを整理して発
表したり，文章を書いたりする活動。

高等学校
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話すこと［発表］

中学校

(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内容に基づき，自
分で作成したメモなどを活用しながら口頭で要約したり，自分の考えや気持ちなどを
話したりする活動。

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句
や文，発話例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保された
りする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに話して伝え
る活動。また，発表した内容について，質疑応答をしたり，意見や感想を
伝え合ったりする活動。
(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，発話例が十分に示された
り，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明など
を聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに
話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応答をしたり，意
見や感想を伝え合ったりする活動。

高等学校
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書くこと

中学校

(ｴ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内容に基づき，自
分の考えや気持ち，その理由などを書く活動。

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や
文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす
る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え
る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝
え合ったりする活動。
(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，文章例が十分に示されたり，
準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明などを聞い
たり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書
いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や
感想を伝え合ったりする活動。

高等学校
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高等学校外国語から

中学校における指導を踏まえ、五つの領域及びそれらを統合的に
結び付けた言語活動を通して、総合的に指導するものとする。

小学校・中学校・高等学校のつながり、技能統合の重要性

実際に英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合うなどの言語活動
を行う際は，２の(1)に示す言語材料について理解したり練習したりす
るための指導を必要に応じて行うこと。また，小学校第３学年から第
６学年までに扱った簡単な語句や基本的な表現などの学習内容を繰り
返し指導し定着を図ること。

中学校外国語から

内容の取扱い
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